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戦略的環境研究
Strategic Environment Studies

「環境」という「大海原」での「航海術」を身につけませんか？

設置の趣旨・概要

　「環境」への関心が、世界的にかつてないほど高まっています。それにともなって、大学で「環境」を学
びたいと望む学生もどんどん増えています。
　しかし、「環境」に関する学問はますます複雑化、多様化しており、「環境」を学びたいと望む学生は、「大
海原を漂う小舟」といった感じをもっているのではないでしょうか
　本副専攻の目的は、学生のみなさんが、自分自身の「視座」をもって、「環境」を学べる「学習環境」を
整えることにあります。
　そのために本副専攻では、
　①　「環境」に関する学問体系を、包括的に学習する場を提供します。
　②　学生のみなさんひとり一人が、「環境」を捉える「視座」を獲得するのに役立つ場を提供します。
　「戦略的環境研究」の「戦略」の意味がここにあります。
　「戦略」とは、判断に必要な情報を充分に収集し、ある「目的」を達成するために「最適な道」を選び実
行していく、その営み全体を示していると考えています。
　本副専攻を履修したひとり一人が、自らの「目的」を定め、「戦略的」に「環境」と取り組むことができ
る土台を提供できれば幸いです。

履修モデル

　本副専攻の目的を達成するために２種類の科目群を設定しています。
　①「環境」に関する学問を俯瞰（ふかん）する科目
　　・文系・理系の学生のいかんをとわず、「環境学」の全体像を理解することができる科目群です。
　　・ここでは、自然科学、生物学、理工学などの視点から、「環境学」の最新状況を明らかにします。
　②「環境」をいかに「戦略的」に見るかの「視座」を養う科目
　　・「持続的成長」「政治」「ジャーナリズム」「ビジネス」などの「視座」から、「環境」を自らとらえな

おす機会を提供します。

履修開始時 修　了　時 修了後の展望

本副専攻に興味・関心がある ・「環境」に関する学問が、どのよう
に「環境」を扱っているかを理解し
ている。

・自分が「環境」を考える際の「視座」
を獲得している。

・勉学的な展望；深めるべき学問のターゲット
が明確になり、それを掘り下げるチカラを有
している。

・進路等の展望；「環境」が自らの進路にとっ
て持つ意味を理解した上で、自分の人生を切
りひらくことに取り組んでいる。

学生へのメッセージ

　「環境」って、わかりやすいようで、実はわかりにくいですよね。
　それは、「環境」を巡って、いろんなステイクホルダー（利害関係者）の思いが、複雑に交錯しているか
らです。
　「環境」に取り組む、「表の論理」と「裏の論理」がからみあっているとも言えます。
　「真実を見る目」を養わないと、「表の論理」に翻弄され、「環境」に取り組んでいる自分自身がわからな
くなります。
　「環境」をあつかう際にみなさんが感じる「もどかしさ」「腑に落ちない感じ」を、なんとかスッキリ整理
できないかと考えてこの副専攻を設置しました。
　学部での勉強の後に、さらに深く「環境」を掘り下げたい方には、環境・エネルギー研究科が用意されて
います。
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指定科目一覧

修了必要単位

16単位　（コア科目４単位、選択科目12単位）以上

★コア科目 修了必要単位＝４単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン 環境を経営する 友成　真一 １年以上 秋学期          木３時限 早稲田 ２ ○
２ オープン 環境問題と持続可能な社会 吉田　徳久　他 １年以上 春学期          水４時限 早稲田 ２ ○
３ オープン 環境科学基礎講座 吉田　徳久　他 １年以上 秋学期          水４時限 早稲田 ２ ○
４ オープン 環境イシューを深く読み解く 吉田　徳久　他 １年以上 春学期          水５時限 早稲田 ２ ○ 学外実習あり
５ オープン 環境イシューを再編集する 吉田　徳久　他 １年以上 秋学期          水５時限 早稲田 ２ ○ 学外実習あり
６ オープン 環境・エネルギー工学の最前線 納富　信　他 １年以上 春学期          水６時限 西早稲田 ２  

★選択科目 修了必要単位＝12単位

項 設置学部・
センター 科　　目　　名　　称 担当教員名 配当年次 学期 曜日時限 キャンパス 単位 志望理由 備　　考

１ オープン エネルギーと地球環境の国家戦略とビジネス 平田　竹男　他 １年以上 春学期          金１時限 早稲田 ２ ○
２ オープン やさしい「環境とエネルギー」 清水　功雄 １年以上 春学期          火２時限 早稲田 ２ ○
３ オープン 資源エネルギーと地球環境問題を考える 平田　竹男 １年以上 秋学期          金５時限 早稲田 ２ ○
４ オープン 環境関連施設見学実習（思索） 円城寺　守 １年以上 春学期          月６－７ 早稲田 ２ ○ 学外実習あり
５ オープン 環境関連施設見学実習（実践） 円城寺　守 １年以上 秋学期          月６－７ 早稲田 ２ ○ 学外実習あり
６ オープン 環境とボランティア 岩井　雪乃　他 １年以上 秋学期          金２時限 早稲田 ２  
７ オープン 持続可能な社会と市民の役割 １年以上 ４ 2012年度休講
８ オープン 地域から石油多消費型近代を作り直す 吉田　徳久　他 １年以上 春学期          金２時限 早稲田 ２  追加
９ オープン ＮＰＯ実践論 １年以上 ４ 廃止、取下げ
10 法学        環境論 Ⅰ　Ｂ （吉田） 吉田　徳久 １年以上    秋学期          火２時限 早稲田 ２
11 教育        地理学Ⅲ（自然環境と風土） 松倉　公憲 １年以上    前期            木２時限 早稲田 ２
12 教育        地理学Ⅳ（風景の科学） 松倉　公憲 １年以上    後期            木２時限 早稲田 ２
13 教育        地球の起源 澤口　隆 １年以上    前期            火２時限 早稲田 ２
14 教育        地球システムと環境問題 澤口　隆 １年以上    後期            火２時限 早稲田 ２
15 教育 地球環境の変遷と生物の絶滅 １年以上    ２ 2012年度休講
16 教育 複合文化学の開拓地Ⅰ １年以上    ２ 廃止、取下げ
17 教育 複合文化学の開拓地Ⅱ １年以上    ２ 廃止、取下げ
18 社学        環境法 １ 黒川　哲志 ３年以上    前期            水３時限 早稲田 ２
19 社学        環境法 ２ 黒川　哲志 ３年以上    後期            水３時限 早稲田 ２
20 人科        環境情報科学 太田　俊二 １年以上    春学期          火３時限 所沢 ２
21 人科        地球環境システム論 太田　俊二 １年以上    秋学期          火３時限 所沢 ２
22 人科        環境民俗学 鳥越　晧之 １年以上    秋学期          木２時限 所沢 ２
23 人科        環境社会学 鳥越　晧之 １年以上    春学期          木２時限 所沢 ２
24 基幹 現代環境論 村山　武彦 １年以上    春学期          月２時限 西早稲田 ２
25 基幹 環境倫理 村山　武彦 ２年以上    春学期          火４時限 西早稲田 ２
26 基幹 環境政策と計画 村山　武彦 ２年以上    秋学期          月２時限 西早稲田 ２
27 創造 環境基礎工学 榊原　豊 １年以上    秋学期          金３時限 西早稲田 ２
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